
どんな研究 どこが凄い めざす未来

連 絡 先

関連文献

日常生活で私たちが感じる音の豊か
な質感を支える仕組みは謎に満ちて
おり、実験室で単純な人工音を使う
だけでは解明できません。この展示
では、実験室外の自然な環境で私た
ちが経験している音に着目すること
で聴覚の理解を深める試みを紹介し
ます。

自然な頭の動きを含むバイノーラル
録音や、壁や木々の反射由来の空間
残響という見過ごされてきた特徴を
持つデータベースを構築し、解析し
ています。空間残響に順応していく
仕組みが世界で初めて明らかになっ
たり、聴覚の定説が必ずしも成り立
たないことが分かってきました。

音の質感知覚を支える聴覚機構が理
解できれば、単に音の内容を伝える
だけではなく、質感制御までもが可
能になるでしょう。これにより、従
来では考えられなかった心地良い音
経験を実現できる可能性が見えてき
ます。
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その手がかり使えてる？ [1]
この打撃音の材質は？ [2]

最適化は教師なし学習？ [3]

聴覚は自然音に最適か？

聴覚研究では無響室や単純な人工音が長く使われてきましたが、
近年、私たちの聴覚は自然音の処理に最適化されているのでは
ないかという考えが有力になって
きています。しかし既存研究にお
ける「自然音」はまだまだ単純で、
頭の動きや壁の反射の影響を受け
て実際に私たちの両耳に届く音の
質感には遠く及びません。私たち
は両耳に届く音を詳しく調べ、そ
の音が脳内でどのように処理され
ているか理解しようとしています。

 定説：聴神経特性は自然音の最
適符号と一致（教師なし学習）

 残響のある現実的な音について
は、一致しないことを発見

 単純な教師なし学習とは異なる

 無響室での定説：音源定位では
複数の手がかり（両耳間時間
差・レベル差）を統合

 自然な環境では手がかりの信頼
性が低下することを確認

 両耳機構の形成・発達の学術的
議論に一石
を投じる

自然音・両耳・残響
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最適符号の基底例

「自然な」音を調べて聴覚を理解する

～バイノーラル録音や空間残響に着目した聴覚再考～

自然音の知覚は、定説よりも複雑な最適化過程で実現されていることを解明

 打撃音の減衰特性は材質判断の
手がかりとして知られる

 室内残響は減衰特性を変調
 材質知覚にどう影響する？

 室内音響に順応して残響の影響
を低減する機構の存在を発見
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自然環境における手が
かり間の対応関係は、
無響室（理想的環境）
に比べて弱まる

人工音・片耳・直接音
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